
第２学年算数科学習指導案
場 所 ２年４組教室

児 童 ２年４組２９名（男子１３名 女子１６名）

指導者 Ｔ１ 三上 純一 Ｔ２ 菊池 大

１ 単元名 「新しい計算を考えよう」 かけ算（１）

２ 単元について

（１）教材について

本単元で扱う乗法は，指導要領の第２学年 Ａ数と計算の（３）乗法の意味について理解し，そ

れを用いることができるようにする。

ア 乗法が用いられる場合について知ること。

イ 乗法に関して成り立つ簡単な性質を調べ，それを乗法九九を構成したり計算の確かめをしたり

することに生かすこと。

ウ 乗法九九について知り，１位数と１位数との乗法の計算が確実にできること。

に位置付けられている。

第１学年では，１０のまとまりがいくつと数えてものの総数を求めたり，２とびや５とびでもの

の数を数えたりするなど，乗法の素地的な経験をしてきている。

これらの経験を基に，第２学年では，乗法が用いられる場面を通して，乗法の意味を理解できる

ように指導する。また，この意味に基づいて乗法九九を構成したり，その過程で乗法九九について

成り立つ性質に着目したりするなどして，乗法九九を身に付けるようにする。

本単元「かけ算（１）」の学習（かけ算の意味，５，２，３，４の段の九九）は，次単元「かけ

算（２）」（６，７，８，９，１の段の九九と簡単な２位数と１位数の乗法）につながっていく。

（２）児童について

本学級には，算数を好きな児童が多く，学習意欲，発表意欲ともに高い。

これまで学んだ「たし算」や「ひき算」の計算では，計算の意味を理解し，技能を確実に身に付

けている児童が多い。また，本単元の基本となる，「数をいくつかのまとまりにすること」や，そ

れらの「まとまりを数えること」についても，ほとんどの児童が身に付けている。ただし，数が大

きくなった場合やまとまりが見えづらい場合などに個別指導を必要とすることがある。

考えの交流場面では，「分からない。」と言える雰囲気があり，分からないことをみんなで明ら

かにしながら学習していこうとする態度が見られる。また，発表の際，答えを言うだけでなく，考

えたわけを進んで話そうとする児童や，進んで人に尋ねようとする児童が増えてきている。

（３）指導に当たって

かけ算の意味を理解するには「同じ大きさの数量」として，どの数量をひとまとまりとして意識

するかということが重要になる。さらに，そのひとまとまりとしてとらえた数量（1 つ分の数）が

いくつあるか（いくつ分）を明らかにし，全体の数量（全部の数）を「～の～つ分」ととらえるこ

とが必要である。

また，九九の構成においては，児童が自ら乗法九九を構成したり，数の並び方のきまりを発見し



たりしながら身に付けていくことが大切である。そこで，九九を構成する段階では，同数累加や交

換法則などの発見した性質やきまりを活用しようとする主体的な姿勢を大事にしていきたい。

そのため，下のような手だてを講じ，指導を進めたい。

① 活用・交流

ア 九九の構成について，同数累加や発見した性質やきまりが活用されるよう，既習事項を意識

させるとともに，既習を活用することによって問題が解決できるという実感をもたせる。

（活用）

イ 自力解決でそれぞれの子どもが考えたものを交流させることにより，具体物や半具体物，式，

絵やアレイ図，言葉を結び付け，「かけ算の意味」の理解を深める。（交流）

② 形態

次のようなねらいにより，本単元は主にＴＴによる一斉指導の形態をとる。

ア 児童の多様な考えを取り上げ，数学的に価値付け，全体のものとして広める。

イ 児童から新たな考えを引き出す。

ウ 自力での理解が難しい児童への細やかな支援を行う。

３ 単元の目標と評価規準

（１）単元の目標

乗法の意味について理解し，それを用いることができるようにする。

（２）単元の評価規準

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解

・乗法のよさに気付 ・累加の考えや乗数と ・乗法が用いられる場 ・乗法が用いられる場

き，ものの全体の個 積の関係などを基 面を絵や図，言葉， 合や乗法九九につい

数をとらえるときに に，乗法九九の構成 式で表すことができ て知り，乗法の意味

乗法を用いようとし の仕方を考えてい る。 について理解してい

ている。 る。 ・乗法九九（5，2，3， る。

4の段）を構成し， ・乗法に関して成り立

確実に唱えることが つ性質（乗数が1ず

できる。 つ増えるときの積の

増え方や交換法則）

を理解している。



５ 単元の指導計画（２５時間）

（◎全員の評価の機会とする観点 ○補完する評価の機会とする観点）

時 目 標 学習活動 評価規準（評価方法） 形態

数 数学的な考え方 関，技，知・理 指導形態

①かけ算【9時間】

１ プロローグ 教科書の絵を提示し，遊園地の入り口付近で整列した人とばらばらの人の数を数えることを通し 1C2T

て，全体の数量を求めるときの数えやすさに気付き，興味・関心を高める。 TT

「1つ分の数」 ・絵を見て，それぞれの乗り物に乗って ○□考数量を「1つ分の数」 ◎□関ものの全体の個数 1C2T

「いくつ分」 いる子どもの人数を調べる。 の「いくつ分」とと を，「1つ分の数」の TT

２ をとらえられ ・総数が同じでも1台に同じ人数ずつ乗 らえ，説明している。 「いくつ分」ととらえ

るようにする。 っているものといないものがあること るとよいことに気付

や，同じ人数ずつ乗っている場合でも1 き，数えようとして

台に乗っている人数が違うことから，「1 いる。

つ分の数」と「いくつ分」をとらえる。

３ 「1つ分の数」 ・絵やおはじきを使って，全体の人数の ◎□技具体物のまとまり 1C2T

と「いくつ分」 求め方を言葉で説明する。 に着目して，乗法の TT

の関係の場合 ・5×3＝15の式の意味を知る。 式に表することがで

に乗法が用い ・用語「かけ算」と記号「×」を知る。 きる。

られることを

４ 知り，乗法の ・2，3，4，5，のまとまりになっている ◎□知乗法は，1つ分の数

意味を理解す ものの写真を見て，乗法の式に表す。 の大きさが決まって

る。 いるときに，そのい

くつ分かに当たる大

きさを求める場合に

用いられることを理

解している。

５ 乗法の場面を ・乗法の式から，その場面をおはじき ◎□技乗法が用いられる 1C2T

おはじきや式 で表す。 場面をおはじきや式 TT

で表す活動を ・並んだおはじきを乗法の場面としてと で表すことができる。

通して，乗法 らえ，乗法の式に表す。

の意味の理解

を確実にする。

６ 乗法の答えは ・問題場面から数量の関係をとらえ，立 ◎□知乗法の答えは，被 1C2T

被乗数を乗数 式や答えの求め方について考える。 乗数を乗数の数だけ TT

本 の数だけ累加 ・乗法の答えは，被乗数を乗数の数だけ 累加して求められる

時 して求められ 累加して求められることをまとめる。 ことを理解している。

ることを理解

する。

７ 倍の意味を知 ・3cmの2つ分を，3cmの「2ばい」という ◎□知倍の意味を知り， 1C2T

り，ある量の ことを知る。 ある量の何倍かに当 TT

何倍かに当た ・3cmの2倍の長さを求めるときも，3×2 たる量を求めるとき



４　教材の関連と発展

④計算について考えること
・それまでの持てる知識・技能を使って新たな計算の方法について考えていくこと
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１ かけ算

１２ かけ算（１）

６ １０より大きいかず

１６ ２０より大きいかず

９ かけ算の筆算（１）

３ わり算

かけ算の意味と記号
１つ分の数×いくつ分=ぜんぶの
数

６，７，８，９，１の段の

九九の構成・暗唱と適用

○時刻の読み方，時間の単位

・大ジャンプ（５分）がいくつ分で○

２ずつ，５ずつ，１０ずつ

まとめて数えること

算数的な表現を言い換える力

・実物，半具体物の操作

・言葉 １はこに６個ずつの

４はこ分で，２４こです。

・かけ算の式 ６×４

・アレイ図

・たし算の式 ６＋６＋６＋６

どれも同じ内容であるが，別の形

で表現させることにより，既習を活

用することにつなげたり，より理解を

深めさせる。

本時では「かけ算の答えは，累加

で求めることができる。」という知識

が身に付くようにする。

５，２，３，４，の段の
九九の構成・暗唱と適用

アレイ図の書き方

等分除

包含除

まとまりで数えるとべんりだ

既習事項が，５の段の
構成の仕方の理解に活用される。
・５とび，２とびで数えよう。
・○ずつたしていこう。（累加）
・アレイ図を使って考えよう。

かけ算と他領域の関連

１３ かけ算（２）

本時

○長さや重さの単位

・大，中，小ジャンプがいくつ分で

○mm，○ｃｍ，○ｋｍ，○ｇ，○ｋｇ

○面積・体積の単位

ｅｘ）長方形の面積

たて○個が，横いくつ分で□個

・１㎠，１㎡がいくつ分で○㎠，○㎡
・１㎤，１㎥がいくつ分で○㎤，○㎥



る量を求める のかけ算の式になることを知る。 もかけ算を用いるこ

ときもかけ算 とを理解している。

を用いること

を理解する。

８ 身の回りから， ・身の回りから，かけ算の式になる場面 ◎□考身の回りから，乗 1C2T

乗法で全体の個 を見出す。 法が用いられる場面 TT

数を求められる ・どのような乗法の式になるかを，「1つ を見出し，言葉や式

場面を見出し， 分の数」×「いくつ分」＝「全部の数」 で説明している。

簡潔に表現でき を基に説明する。

ることのよさを

実感する。

９ 学習内容を適 ・「力をつけるもんだい」に取り組む。 ◎□技学習内容を適用し 1C2T

用して問題を て，問題を解決する TT

解決する。 ことができる。

②５のだん，２のだんの 九九【６時間】

１ 5の段の九九の ・お菓子が1箱に5個ずつ入っていると ◎□技 5の段の九九を構成 1C2T

構成の仕方を きの1～4箱分の個数を求める。 することができる。 TT

理解する。 ・累加や5とび，アレイ図などを用いて5

の段の九九を構成する。

２ 5の段の九九を ・用語「九九」を知り，5の段の九九を唱 ◎□技 5の段の九九を確実 1C2T

確実に唱え， え，カードなどを使って練習をする。 に唱えることができ， TT

適用すること ・5の段の九九の答えは5ずつ増えている それを用いて問題を

ができる。 ことを確認する。 解決することができ

３ ・5の段の九九を用いて問題を解決する。 る。

４ 2の段の九九の ・1皿にすしが2個ずつ乗っているときの1 ○□考 5の段の九九の構成 ◎□技 2の段の九九を構 1C2T

構成の仕方を ～5皿分の個数を求める。 の仕方を基に，2の段 成することができ TT

理解する。 ・累加や2とび，アレイ図などを用いて2 の構成の仕方を考え， る。

の段の九九を構成する。 説明している。

５ 2の段の九九を ・2の段の九九を唱え，カードなどを使っ ◎□技 2の段の九九を確実 1C2T

確実に唱え， て練習をする。 に唱えることができ， TT

適用すること ・2の段の九九の答えは2ずつ増えている それを用いて問題を

ができる。 ことを確認する。 解決することができ

６ ・2の段の九九を用いて問題を解決する。 る。

③３のだん，４のだんの 九九 【８時間】

１ 3の段の九九の ・1パックに3個ずつ入っているプリンの1～ ○□考乗法について成り ◎□技 3の段の九九を構成 1C2T

構成の仕方を 4パック分の個数を求める。 立つ性質を用いて，3 することができる。 TT

理解する。 ・3×4の答えにいくつたせば3×5になるか の段の九九の構成の

を考える。 仕方を考え，説明し

・3×5の答えに3をたせば3×6になること ている。

を活用して，3の段の九九を構成する。

・用語「かけられる数」「かける数」を知る。



２ 3の段の九九を ・3の段の九九を唱え，カードなどを使っ ◎□技 3の段の九九を確実 1C2T

確実に唱え， て練習をする。 に唱えることができ， TT

適用すること ・3の段の九九の答えは，乗数が1増える それを用いて問題を

ができる。 と3増えることを確認する。 解決することができ

３ ・3の段の九九を用いて問題を解決する。 る。

４ 4の段の九九の ・1袋に4個ずつ入っているみかんの1～5 ○□考乗法について成り ◎□技 4の段の九九を構成 1C2T

構成の仕方を 袋分の個数を求める。 立つ性質を用いて，4 することができる。 TT

理解する。 ・4×5のかける数が1増えると答えはい の段の九九の構成の

くつ増えているか確かめる。 仕方を考え，説明し

・4の段では，かける数が1増えると答え ている。

が4増えることを活用して，4の段の九

九を構成する。

５ 4の段の九九を ・4の段の九九を唱え，カードなどを使っ ◎□技 4の段の九九を確実 1C2T

確実に唱え， て練習をする。 に唱えることができ， TT

適用すること ・4の段の九九の答えは，乗数が1増える それを用いて問題を

ができる。 と4増えることを確認する。 解決することができ

６ ・4の段の九九を用いて問題を解決する。 る。

７ 問題づくりに ・2×5＝10，5×2＝10で表される問題の ○□考乗法の用いられる ◎□知被乗数，乗数の意 1C2T

よる，式の読 式と答えをそれぞれ考え，乗法の式の 場面をとらえ，言葉 味を理解している。 TT

みや式に表現 意味について理解を確かめる。 や式で説明している。

８ することを通 ・絵を見て，2×4，3×5の式で表すこと

して，5，2，3， ができる場面を探す。

4の段の理解を ・絵や日常生活の中から，乗法の式に表

深める。 すことができる場面を探し，式に表す。

④まとめ 【２時間】 適用と定着の確認

６ 本時の指導

（１）目標

乗法の答えは被乗数を乗数の数だけ累加して求められることを理解する。

（２）指導に当たって

・かけ算の式，おはじき，図，言葉，累加の式で表された考えを発表や板書で関連付けながら，共

通の考えである「かけ算の意味」（「ぜんぶの数」は「１つ分の数」を「いくつ分」の数だけた

して求めている）に気付かせるようにする。（交流）

・日常場面で見られる問題を提示し，かけ算の式は，累加（交流で学んだ解き方）で求められるこ

とを実感させる。（活用）

（３）評価規準（知識・理解）

評価規準（評価方法） Ｂ おおむね満足できる Ｃ 支援が必要な子への手立て

乗法の答えは被乗数を乗数 乗法の答えは被乗数を乗数の おはじきなどの半具体物を

の数だけ累加して求められる 数だけ累加して求められること 使いながら，事象と乗法の式

ことを理解している。 を理解し，その考え方でかけ算 と累加の式が表していること

（適用問題のプリント） の答えを求めている。 を結び付けさせる。



（４）展開

段 学習活動 教師の働きかけと予想される反応 留意点

階 Ｔ１ Ｔ２ （◆研究の重点）

１ 問題把握 ○具体物を提示する。

・おかしを１はこ提示し，中身を確かめる。 ・具体物を使いなが

・おかしが何はこあるか提示する。 ら，問題提示をす

○問題を提示する。 る。

１はこにおかしが６こずつ入っていま ・具体物から

す。４はこでは，おかしは何こになりま 「１つ分の数」

と すか。 「いくつ分」

ら を明らかにさせ

え ○課題を把握する。 る。

る ぜんぶのおかしの数のもとめ方を考えよう。

○立式する。６×４

○立式の根拠を述べる。

・ぜんぶの数=１つ分の数×いくつ分

10 だから。

分 ２ 課題把握 ・どのはこにも 6こずつ入っていて，

それが４はこ分だから。

○問題解決の見通しをもつ。

・おはじき→図 図 言葉 計算 （九九）

３ 自力解決 ○机間指導をする。 ○机間指導をする。 ・誰がどのやり方

（３，４号車） （１，２号車） で，説明しようと

○自力解決の方法を交流する。 しているか記録す

・おはじきで 並べて数える。 る。

・図で 図を書き，６のまとまりを ・たし算，図等を既

考 囲んで示す。 習ととらえ活用さ

え ・言葉で １はこで， ６こ。 せる。

る ２はこで，１２こ。

３はこで，１８こ。

４はこで，２４こ。

・式で ６×４＝６＋６＋６＋６

・自力解決できな

５ い子には，おは

分 じきを使って支

援する。

４ 共同思考 ○おはじき，図，言葉， ○子どもたちの発 ◆表現様式をつなぐ

計算の関連を意識さ 表を支援する。 交流スタイル

せながら交流を促 式（かけ算）と図，

す。 言葉，計算（累加）



○６×４の答えの求め方を， を結び付ける。

・おはじきを並べて説明する。

見 ・図の６のまとまりを囲み，言葉で説明す

つ る。 ◆板書

け ・６＋６＋６＋６の式を使って説明する。 図と式を対比し，

る ・図や計算を関連させて言葉で説明する。 共通点に気付かせ

○それぞれの考えのどの部分が同じか，気 る。

付かせる。 ◆切り返し

・答えは，どのやり方でも２４。 「６のまとまり」

・６のまとまりを，４回分足している。 「４回」

○交流したことをもとに，アレイ図と計算

（６＋６＋６＋６）を使ってノートにま

とめる。

○考えを広げさせ，交 ○板書で考えを整 ◆必要な条件を満た

15 流を促す。 理させる。 さなければならな

分 ○おみやげとして，３０人に配る場合につ い日常場面で，累

いて考えさせる。 加して求めること

・もう１箱あればよい。（アレイ図に， を活用させる。

６個分たす。）

・６×５＝６＋６＋６＋６＋６＝３０

５ まとめ ○まとめをする。 ○板書をする。

ぜんぶの数は，１つ分の数をいくつ分

たしてもとめることができます。

６ 適用問題 ①だんご ３×４＝１２ ◆交流で学んだこと

（３＋３＋３＋３＝１２） を活用させ，かけ

ま 答え１２こ 算の式は，累加で

と ②ペ ン ８×３＝２４ 求められることを

め （８＋８＋８＝２４） 実感させる。

る 答え２４本 □評 乗法の答えは被

③ジュース ４×６＝２４ 乗数を乗数の数だ

（４＋４＋４＋４＋４＋４＝２４） け累加して求めら

答え２４本 れることを理解し

７ 振り返り ○学習感想を書く。 ている。

15 ○学習感想を発表させ ○子どもたちのが （プリント）

分 る。 んばりを認め，

価値付ける。



（５）板書計画

しき ６×４

・おはじき

・図

・言葉

・計算

・（九九）

（６）プリント

算数プリント「かけ算」

２年 組 名前

①

しき

もとめ方

こたえ

②

しき

もとめ方

こたえ

③

しき

もとめ方

こたえ

１はこにおかしが６こずつ
入っています。４はこでは，
おかしは何こになりますか。

しき 6 × 4=6+6+6+6＝ 24

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

６+６+６+６ (６)
答え２４こ

☆１はこふやすと
しき６×５＝３０
６+６+６+６+６＝ 30

答え３０こ

ぜんぶのおかしの数のもとめ方を考えよう。

ぜんぶの数は，１つ分の数を
いくつ分たしてもとめることが
できます。

練習問題

①だんご
３×４＝１２

3+3+3+3=12
答え１２こ

②ペ ン
８×３＝２４
8+8+8=24
答え２４本

③ジュース
４×６＝２４

4+4+4+4+4+4=24
答え２４本

児童の自力解決の結果


